（様式４）

（　事　業　育　成　モ　デ　ル　）
※Ａ４・３枚までで作成
	※対象分野、対象地域を選択（複数選択可）

	対象分野
	ライフサイエンス
	環境・エネルギー
	ナノテクノロジー

材料
	情報通信
	その他

	
	技術分野
	· 重点的に取り組む分野に「◎」を記載
	※「◎」以外に取り組む分野に「○」を記載（複数可）
	
	
	

	
	
	· 具体的な技術分野を記載（例：医療機器）
	
	
	
	

	
	補足事項（独自性・優位性等）
	· 上記にて選択した対象分野を取り組むことの重要性やその合理性、また独自性や優位性をどのように発揮していくのか等の補足があれば具体的に記載

	対象地域
	北海道

東北
	関東

甲信越
	中部

北陸
	関西
	中国

四国
	九州

沖縄
	全国

	
	重点地域
	※重点的に取り組む地域に「◎」を記載
	※「◎」以外に取り組む地域に「○」を記載（複数可）
	
	
	
	
	

	
	補足事項（独自性・優位性等）
	· 上記にて選択した対象地域を中心に取り組むことの重要性やその合理性、また事業育成等の難しい地域における取組の独自性や優位性、地域経済の発展に寄与するか等の補足があれば具体的に記載

	事業プロモーターユニットとしての基本方針・目標
	（基本方針）

· 事業プロモーターユニットの活動に関する基本方針や活動理念等について、どのような目的の下で、どのような方法を用いながら、何を行うのか等が分かるように記載

	
	（実施期間中（５年間）における目標）

· 実施期間終了時（５年後）の事業の達成目標について、可能な限り定量的な指標もしくは検証可能な具体的目標を記載（例：５年間で○個のプロジェクトをマネジメントし、○個についてリスクマネーの獲得（○億円）を目指す、等）

	事業プロモーターユニットの事業育成戦略及びその活動計画
	（プロジェクトの年間予定件数及び規模）

· 育成を予定しているプロジェクトの予定件数（年間）を記載。（（例）研究開発費３,０００万円の本格研究開発プロジェクトを３つ程度及び５００万円のFSプロジェクトを２つ程度予定）

	
	（事業育成戦略及び活動計画）

· 「基本方針・目標」を達成するために、どのような戦略性をもって実施するのか、またどのような活動を実施するのかについて具体的に記載

	事業育成モデルの独創性及び優位性（強み）
	（技術（及び知財）マネジメント）

· 技術マネジメントの実績や知財戦略の構築実績、各技術分野の専門家とのネットワーク等、技術マネジメントの観点から事業育成モデルの独創性や優位性について記載

	
	（グローバル市場への展開）
· グローバル市場への展開に関する優位性や国際的なネットワークの活用等に関する事業育成モデルの独創性や優位性について、具体的に記載

	
	（その他）

· 上記以外の独創性、優位性について自由に記載

	本事業終了後の資金調達に係る戦略及び計画
	· 事業プロモーターユニットが描く、リスクマネー等を誘引するための具体的かつ実現可能性のある戦略・計画について記載（資金獲得にかかる優位性もあればあわせて記載）。また、本事業で設立しようとするベンチャー企業等に対して投資を検討できる具体的な投資機関等が想定されている場合や資金獲得に関して連携を予定している企業等があれば記載

	代表・共同実施機関及びその他機関からのコミットメントと各機関の優位性
	· 代表・共同実施機関における事業プロモーターユニットの位置付け、代表・共同実施機関及び関連会社等の他部門との連携、事業プロモーターユニットの活動に対する支援等があれば具体的に記載

· 代表・共同実施機関が有する強み（例：株式上場のサポート、実施機関が有する事業会社、起業家、技術人材等のネットワーク、販路・海外市場の開拓）等で、事業プロモーターユニットの活動の支援につながる優位性がある場合は記載
· 事業プロモーターユニットが活動を行うにあたり、具体的に連携等を想定している機関や人材がいる場合は、当該機関、人材の経歴・実績や本事業における役割等について記載


	資金計画・所要経費

（単位：千円）
	
	平成
24年度
	平成
25年度
	平成
26年度
	平成
27年度
	平成
28年度
	合計

	
	代表
実施機関
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	
	共同
実施機関
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
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